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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第14期

第３四半期
連結累計期間

第15期
第３四半期
連結累計期間

第14期

会計期間
自　2017年３月１日
至　2017年11月30日

自　2018年３月１日
至　2018年11月30日

自　2017年３月１日
至　2018年２月28日

売上高 （百万円） 47,132 46,507 66,396

経常利益又は経常損失(△) （百万円） 263 △645 565

親会社株主に帰属する

四半期(当期)純利益又は

親会社株主に帰属する

四半期純損失(△)

（百万円） 321 △1,123 1,352

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 52 △826 765

純資産額 （百万円） 24,962 24,898 25,725

総資産額 （百万円） 44,694 44,350 46,942

１株当たり

四半期(当期)純利益金額又は

四半期純損失金額(△)

（円） 3.18 △11.11 13.37

潜在株式調整後１株当たり

四半期(当期)純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 55.9 56.1 54.8

 

回次
第14期

第３四半期
連結会計期間

第15期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自　2017年９月１日
至　2017年11月30日

自　2018年９月１日
至　2018年11月30日

１株当たり

四半期純利益金額
（円） 22.52 12.39

（注）１　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、１株当たり四半期純損失が計上されてい

る回次は記載しておりません。また、第14期第３四半期連結累計期間及び第14期については、潜在株式が存

在しないため記載しておりません。

 

２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。

　また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1）経営成績の分析

　当第３四半期連結累計期間（2018年３月１日から2018年11月30日まで）におけるわが国経済は、企業収益や雇用

環境の改善などを背景に景気は緩やかな回復基調が続きましたが、海外経済の不確実性もあり、先行き不透明な状

況となっております。

　当アパレル・ファッション業界におきましては、消費者の衣料品に関する購買行動の多様化と依然として根強い

節約志向により、総じて厳しい状況が続きました。

　このような経営環境の中、当社グループは「中期経営基本方針」に基づき、「提供価値・提供手法の磨き上げに

よる持続的成長」、「収益性アップと社会的課題への取組みによる企業価値向上」に取り組んでまいりました。

　当第３四半期連結累計期間につきましては、地震、台風、豪雨などの自然災害に加え、秋以降例年に比べ気温が

高めに推移したことから、コートを中心とした防寒アイテムの販売が苦戦し、主力販路である百貨店向け販売を中

心に売上高は前年同四半期に比べ減少しました。加えて、在庫増加による評価損の拡大などにより売上総利益が減

少し、営業利益、経常利益は減少しました。また、減損損失を特別損失として計上したことにより、親会社株主に

帰属する当期純利益も減少しました。

　この結果、当社グループの当第３四半期連結累計期間の売上高は465億７百万円（前年同四半期比1.3％減）、営

業損失は11億５千３百万円（前年同四半期は９百万円の営業利益）、経常損失は６億４千５百万円（前年同四半期

は２億６千３百万円の経常利益）、親会社株主に帰属する四半期純損失は11億２千３百万円（前年同四半期は３億

２千１百万円の親会社株主に帰属する四半期純利益）となりました。

 

(2）財政状態の分析

　当第３四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べて25億９千２百万円減少し、443億５千万円

となりました。これは、現金及び預金、並びに受取手形及び売掛金の減少等によるものであります。

　負債は、前連結会計年度末に比べて17億６千５百万円減少し、194億５千２百万円となりました。これは、短期

借入金及び流動負債（その他）の減少等によるものであります。

　純資産は、前連結会計年度末に比べて８億２千６百万円減少し、248億９千８百万円となりました。これは、親

会社株主に帰属する四半期純損失の計上に伴う利益剰余金の減少等によるものであります。

 

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結累計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに

生じた課題はありません。

 

(4）研究開発活動

　該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 320,000,000

計 320,000,000

 

②【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(2018年11月30日)

提出日現在
発行数(株)

(2019年１月11日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 101,307,449 101,307,449
東京証券取引所

(市場第一部)
単元株式数は100株であります。

計 101,307,449 101,307,449 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額

（百万円）

資本準備金
残高

（百万円）

2018年11月30日 － 101,307,449 － 18,471 － 7,217

 

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（2018年８月31日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

 

①【発行済株式】

2018年８月31日現在
 

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式(自己株式等) － － －

議決権制限株式(その他) － － －

完全議決権株式(自己株式等)

(自己保有株式)

普通株式

178,300

－ －

完全議決権株式(その他)
普通株式

100,697,600
1,006,976 －

単元未満株式
普通株式

431,549
－ －

発行済株式総数 101,307,449 － －

総株主の議決権 － 1,006,976 －

（注）１　「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が800株（議決権８個）含

まれております。

２　「単元未満株式」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が40株含まれております。

３　「単元未満株式」欄の普通株式には、自己保有株式が次のとおり含まれております。

　　　自己保有株式　株式会社レナウン　75株

 

②【自己株式等】

2018年８月31日現在
 

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)

株式会社レナウン

東京都江東区有明三丁目

６番11号TFTビル東館６階
178,300 － 178,300 0.17

計 － 178,300 － 178,300 0.17

（注）１　このほか、株主名簿上は旧株式会社レナウン名義となっていますが、実質的に所有していない株式が第２四

半期末現在100株あります。

なお、当該株式は、上記「発行済株式」の「完全議決権株式（その他）」欄に含めております。

２　発行済株式総数に対する所有株式数の割合は、小数点第３位以下を切り捨てて表示しております。

 

２【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動は次のとおりであります。

 

　役職の異動

新役名及び職名 旧役名及び職名 氏名 異動年月日

取締役上席執行役員
ソリューション戦略事業部長
兼東日本販売部長

取締役上席執行役員
モウリ　ケンジ
毛　利　憲　司

2018年10月16日
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第４【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（2007年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

 

２　監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（2018年９月１日から2018

年11月30日まで）及び第３四半期連結累計期間（2018年３月１日から2018年11月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、EY新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

　なお、新日本有限責任監査法人は2018年７月１日付をもって名称をEY新日本有限責任監査法人に変更しておりま

す。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(2018年２月28日)

当第３四半期連結会計期間
(2018年11月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 10,434 7,739

受取手形及び売掛金 14,598 12,855

有価証券 27 －

商品及び製品 6,073 10,353

仕掛品 408 379

原材料及び貯蔵品 412 510

繰延税金資産 799 698

その他 2,398 1,263

貸倒引当金 △58 △66

流動資産合計 35,093 33,734

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 7,232 7,205

減価償却累計額 △6,478 △6,524

建物及び構築物（純額） 754 680

機械装置及び運搬具 841 833

減価償却累計額 △713 △736

機械装置及び運搬具（純額） 128 97

土地 788 788

その他 2,774 2,673

減価償却累計額 △2,429 △2,436

その他（純額） 344 236

有形固定資産合計 2,015 1,802

無形固定資産   

商標権 5,624 5,433

その他 421 315

無形固定資産合計 6,046 5,749

投資その他の資産   

投資有価証券 407 313

差入保証金 2,119 1,500

繰延税金資産 167 173

その他 1,181 1,158

貸倒引当金 △89 △82

投資その他の資産合計 3,787 3,064

固定資産合計 11,849 10,616

資産合計 46,942 44,350
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  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(2018年２月28日)

当第３四半期連結会計期間
(2018年11月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 4,301 6,486

短期借入金 3,585 2,174

1年内返済予定の長期借入金 － 332

未払費用 2,521 2,565

未払法人税等 547 253

返品調整引当金 765 373

賞与引当金 98 247

その他 2,853 142

流動負債合計 14,672 12,574

固定負債   

長期借入金 － 585

役員退職慰労引当金 21 13

退職給付に係る負債 5,693 5,500

その他 829 777

固定負債合計 6,544 6,877

負債合計 21,217 19,452

純資産の部   

株主資本   

資本金 18,471 18,471

資本剰余金 23,257 23,257

利益剰余金 △15,467 △16,591

自己株式 △128 △128

株主資本合計 26,132 25,008

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 16 △80

繰延ヘッジ損益 △218 144

為替換算調整勘定 44 48

退職給付に係る調整累計額 △249 △221

その他の包括利益累計額合計 △407 △109

純資産合計 25,725 24,898

負債純資産合計 46,942 44,350
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
 前第３四半期連結累計期間

(自　2017年３月１日
　至　2017年11月30日)

 当第３四半期連結累計期間
(自　2018年３月１日
　至　2018年11月30日)

売上高 47,132 46,507

売上原価 23,619 23,969

売上総利益 23,512 22,538

販売費及び一般管理費 23,502 23,691

営業利益又は営業損失（△） 9 △1,153

営業外収益   

受取利息 4 4

受取配当金 3 42

受取地代家賃 249 247

為替差益 4 143

持分法による投資利益 － 7

その他 71 134

営業外収益合計 333 579

営業外費用   

支払利息 6 16

持分法による投資損失 0 －

外国源泉税 34 －

その他 38 55

営業外費用合計 80 72

経常利益又は経常損失（△） 263 △645

特別利益   

関係会社出資金売却益 323 －

特別利益合計 323 －

特別損失   

減損損失 － ※１ 207

特別損失合計 － 207

税金等調整前四半期純利益又は

税金等調整前四半期純損失（△）
586 △853

法人税、住民税及び事業税 265 231

法人税等調整額 0 39

法人税等合計 265 270

四半期純利益又は四半期純損失（△） 321 △1,123

親会社株主に帰属する四半期純利益又は

親会社株主に帰属する四半期純損失（△）
321 △1,123
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
 前第３四半期連結累計期間

(自　2017年３月１日
　至　2017年11月30日)

 当第３四半期連結累計期間
(自　2018年３月１日
　至　2018年11月30日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） 321 △1,123

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 2 △97

繰延ヘッジ損益 △108 362

為替換算調整勘定 △210 △3

退職給付に係る調整額 53 27

持分法適用会社に対する持分相当額 △5 7

その他の包括利益合計 △268 297

四半期包括利益 52 △826

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 52 △826

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

１　保証債務

　連結会社以外の会社について、従業員の退職時に発生する支払債務に対して、債務保証を行っております。

　なお、当社が下記の会社の親会社であった期間に係る債務を保証するものであります。

 
前連結会計年度

（2018年２月28日）
当第３四半期連結会計期間

（2018年11月30日）

南通麗娜服装有限公司 147百万円 137百万円

 

（四半期連結損益計算書関係）

※１　減損損失

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループは以下の資産グループについて減損損失を計上しており

ます。

 

場所 用途 種類
減損損失

(百万円)

北海道札幌市、他 事業用資産(店舗)

建物及び構築物 72

有形固定資産その他

(工具、器具及び備品)
74

投資その他の資産その他

(長期前払費用)
5

福島県耶麻郡西会津町 事業用資産(生産設備)

建物及び構築物 13

機械装置及び運搬具 2

有形固定資産その他

(工具、器具及び備品等)
37

無形固定資産その他

(ソフトウエア等)
1

計 ― ― 207

　当社グループは、原則として、継続的に収支の把握を行っている管理会計上の区分を基準として資産をグルーピング

しております。

　上記の事業用資産については、営業活動から生じる損益が継続してマイナスとなっており、将来における収益の改善

が見込まれないため、回収可能価額が帳簿価額を下回る資産グループについて、帳簿価額を回収可能価額まで減額し、

当該減少額207百万円を減損損失として特別損失に計上しております。なお、回収可能価額は、使用価値により測定して

おり、将来キャッシュ・フローが見込まれないためゼロとしております。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　2017年３月１日
至　2017年11月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自　2018年３月１日
至　2018年11月30日）

減価償却費 433百万円 668百万円

 

（株主資本等関係）

前第３四半期連結累計期間（自　2017年３月１日　至　2017年11月30日）

　該当事項はありません。

 

当第３四半期連結累計期間（自　2018年３月１日　至　2018年11月30日）

　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第３四半期連結累計期間（自　2017年３月１日　至　2017年11月30日）

　当社グループは、衣服等繊維製品関連事業を単一の報告セグメントとしており、その他の事業については、

重要性が乏しいため、記載を省略しております。

 

当第３四半期連結累計期間（自　2018年３月１日　至　2018年11月30日）

　当社グループは、衣服等繊維製品関連事業を単一の報告セグメントとしており、その他の事業については、

重要性が乏しいため、記載を省略しております。

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額(△)及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第３四半期連結累計期間
（自　2017年３月１日
至　2017年11月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自　2018年３月１日
至　2018年11月30日）

１株当たり四半期純利益金額又は

四半期純損失金額(△)
3円18銭 △11円11銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益又は

親会社株主に帰属する四半期純損失(△)

（百万円）

321 △1,123

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る

親会社株主に帰属する四半期純利益金額又は

親会社株主に帰属する四半期純損失金額(△)

（百万円）

321 △1,123

普通株式の期中平均株式数（株） 101,131,504 101,129,218

（注）　前第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しない

ため記載しておりません。当第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額について

は、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】

　該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

株式会社レナウン(E00616)

四半期報告書

13/14



 
 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

   2019年１月11日

株式会社レナウン

取締役会　御中

 

EY新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 永澤　宏一　　㊞

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 藤田　英之　　㊞

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社レナウ

ンの2018年３月１日から2019年２月28日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(2018年９月１日から2018年11月

30日まで)及び第３四半期連結累計期間(2018年３月１日から2018年11月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわ

ち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行っ

た。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社レナウン及び連結子会社の2018年11月30日現在の財政状態及

び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な

点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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